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認定こども園旭幼稚園関係者評価表 

評価年月日 2022 年   3 月    30 日            評価者名（  備前孟秋・横瀬春美   ） 

評価項目 評価（本園の行った自己評価の内容についてご意見、ご感想を自由に記述ください。） 

１ ・コロナ禍が続く中で、保育時間の確保と健康安全の管理におけるさまざまな工夫・

配慮がなされており、ご労苦の毎日の取り組みに敬意を表します。 

・コロナの状況が残念ながら、今年度も大きく影響した。しかし、その時々の状況を

的確に判断し、ソフト面、ハード面とその両方に配慮しつつ、日々の実践に努めた

保育に感謝したい。子どもたちの教育を受ける権利も保障しつつ、また保護者の心

身の育児負担・困難にも寄り添い、目を向け、安定した保育の展開に一層の期待を

したい。 

２－ア ・子ども一人ひとりの存在を尊ぶ「キリスト教保育」の根底、父なる神に祝福されな

い子どもは一人として存在していないと考えます。一人ひとりへの子ども理解を多

角 的により深めていく保育者へ成長してほしい。 

・月の主題や聖句などが共有され、子どもたちや親たちにも共有されていくことで、

園と親も共に子どもの育ちを丸々感じようとする取り組み、ぜひ続けてほしい。 

２－イ ・複数担任制の良さを、個々の子どもの育ち、成長に生かせるようによりいっそう充

実していってほしいと考えます。 

・担当が全てを知っていればそれでよいという訳ではなく、皆が皆のことを知ってい

る、理解している（しようとしている）関係性が大事。 

２－ウ ・行事については、例年通りの内容に流されないように、子ども達の経験の願い、中

身を吟味しつつ、常に見直しをして子どもたちの成長の「具体的な姿」が見られる

ものに計画していくことが大切と思います。 

・行事は子どもたちのお楽しみであり、また成長する節目ともなる。それを中止とせ

ず、知恵と工夫で取り組みに努力されている保育者の姿は大きく感じた。 

２－エ ・日常の保育で遊びを中心に連続的な活動をしていく時、「刺激」「積極的に場面を整

える」ことと、子どもの育ち、変容、成長を確かな姿として保育者がとらえ、さらな

る発展を期していく指導の向上(保育者の出)を望みます。 

・子どもがあそびの主体となる。そこに保育者の提案や環境設定も加わり、遊びこむ

様子が目に浮かんだ。子どもの口からも「今日は～した。明日は～するんだ！」と

いう意欲的な言葉を聞くことが出来た。 

２－オ ・預かり保育…保護者支援の一端として時代の要請をより強く感じます。日中の生活

を知っている担任が入るように職員配置を変えたことは、良いアイデアだと思いま

す。 

・日中関わりの多い担任が入ることにより、親も迎え時にコミュニケーションが図り

やすく、ありがたかった。子どもたちににも、日中と預かり保育との切れ目がなく、

とてもよかったと思う。 
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２－カ ・クローバーの部屋…広くなった保育室を工夫して活用し、個人差の大きい、多様な

子どもたちに寄り添った丁寧な保育が展開されていることが理解でき、日常の活動

が豊かに安全に進むよう願っています。 

・大きな集団となったクローバー。教育的な目的による利用に応え、丁寧な実践がさ

れていた。加えて、保育のニーズに合わせての利用も増していくと思われるが、今

後も子どもに対して豊かな成長の場となってほしい。 

２－キ 

 

・ブログの発信…園だよりやクラスだよりを通して、保護者や地域の人々が、旭幼稚

園の保育を理解し、評価する大変重要な役割を果たしているものと考えます。 

・我が子の園での生活を知るすてきな取り組み、発信は歓迎する。毎日の発信の更新

はうれしいが、先生方の負担にもなり得ないか。臨機応変に対応して頂きたい。 

２－ク ・保護者会…コロナ禍はまだ続くと思われますので、必要と思われる時には、タイミ

ングを逃さず、適切に保護者への発信をし、情報共有、協力依頼に引き続き務努め

ることが大切と考えます。 

・園の想いを手紙、一斉メールにて発信し、親への理解を求めている様子は伺えた。

発信のスタイルはカタチになってきたが、受信する（意見交換などの聴く姿勢）方

法が withコロナだからこそ重要であり、よい方法を検討してほしい。 

３－ア ・一つ目と合わせて、二つ目のままごと用の木の家の活用を進めていって下さい。 

・計画的に施設の整備をし、遊具などの見直しもされたことは大いに評価したい。 

３－イ ・地域の方々の環境問題に対する要望が強まる中、園庭の木々の剪定、落ち葉への配

慮など、できる限りの配慮を続けていくことが必要。 

３－ウ ・訓練…いろいろなことを想定した訓練を続いて実施していくようにして下さい。 

・引き取り訓練をすることで、保護者も〝もしも〟の事態を想定することが出来るの

でぜひ続けてほしい。車でお迎えに押し寄せた時の問題も視覚化したので、とても

重要な機会となった（迎えの手段も親も意識できた）。 

３－エ ・点検、消毒作業…地味なこまかい作業ですが、それなりに大変重要なことと考えま

す。盲点になりそうなことに注意。 

・毎日毎日の積み重ねがとても重要。大きな手間となるが丁寧に続けてほしい。 

３－オ ・午睡時の睡眠チェック表…実態により合うように見直しを進めていくことを続けて

下さい。 

・午睡時の睡眠チェックなど、はじめた取り組みはただ続けていくのでなく、検討や

見直しをしながら、保育に効果的に活かしてほしい。 

３－カ ・二階ホールのエアコン設置…二階ホールでの保育活動の充実を願っています。 

・二階のエアコン設置は、長年の保護者からの希望でもあり、設置されたことをもっ

と多くの保護者に伝えてほしい。 

３－キ ・体温測定人感センサー…園における健康、安全面の利用として適切な設置と思いま

す。 

・上記と同様、園の取り組みとして、ぜひ保護者も知りたい。もっと周知してほしい。 
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４ ・子育て支援、家庭支援体制…コロナ禍の中で、工夫、配慮をして活動していくこと

が理解できた。「園開放」が実施できるといいですね。 

・「こひつじ広場」の丁寧な内容・計画は好評だと思う。親子で楽しめる機会をこれか

らも提案、提供してほしい。 

５ ・保育者の質の向上、研修…各種の研修に参加し、学んだことの理解・共有を保育者

全員ができるように努めると共に、そこから保育者各自が自分自身の「保育実践に

対する自己の課題」を明確に持ちつつ、一日一日の保育活動を子どもと共に取り組

んでいくことが大切であると考えます。そこに保育者の資質向上、事己変容が可能

になるのではないでしょうか。 

・先生方が忙しい日々の中で、振り返りをされていることは、とてもうれしく大事な

こと。横のつながりも意識され、園の皆が子どもたちの育ちを応援し、見守ってく

れているのだと安心する。 

・ヒヤリハットについても、まとめをこれからも活かしていってほしい。 

・若い人材育成にも力を入れており、ぜひ旭での保育を担う教師へと成長していって

ほしい。 

 

本園の行った自己評価について、上記以外のご意見、ご感想がありましたら記述ください。 

・長引くコロナ禍の困難な状況の中にありますが、主イエス・キリストの導き、励まし、守り、祝福が

園児一人ひとりとその御家族の上に、保育者一人ひとりとその御家族の上に、豊かにありますよう

祈ります。 

・園と母の会（保護者会）との関係づくりにも協力的であり、大変ありがたい。現状を踏まえた上での

母の会のスリム化にもご理解いただきたい。 

・園の駐車場についての停め方、マナーを改めて周知して欲しい。 

・コロナの状況にもよるが、ぜひ保護者との意見交換（方法）の場を設定して、やりとりが可能な状態

をつくってほしい。 

・エアコン設置、給食の内容、通園バスの様子などもおたよりにコーナーを作り、紹介してもらえると

嬉しい。（うさぎのクロちゃんなども） 

・近くの施設の活動も入り、空き缶集めをすることもおもしろい、有意義なこと（おやつの木曜日のパ

ン購入なども）。ぜひ、そのようなことも取り組んで欲しい。 

・いろいろな人たちが共に生活していることを子どもたちにも肌で感じてほしく、特別な支援が必要

な子に対しても、受け入れをし、その支援についても先生方にこれからも学んでいってほしい。 

 

 


